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環境整 備

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
足
立
区
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
北
千
住
駅
周
辺
の
環
境
整
備
と
い
っ
し
I
に
駅
ビ
ル
も
建
設

さ
れ
、
新
し
い
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

駅
前
商
業
地
区
の
再
開
発
と
し
て
、
最
初
に
、
綾
瀬
駅
に
近
い
綾

瀬
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
都
市
へ

向
け
て

災
害
に
強

い
ま
ら

、食
通
便
利
な
ま
ら

、

皿
み
よ
い
匯
宅
な
气

い
ま
、
女
企
で
快

泱
な

、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ら
ご
く
り
力

必
要
性
か
高
ま

ご
广
い
ま
す

。

私
た
ら
の
ま
ち
足
ど
区
で
も
、こ
こ
教
a
l

ま
ち
つ
く
り
匚
つ
い
て

、
い
ろ
い
ろ
検
討

し
て
い
ま
す

占
い
ま
ら
夲・・よ
み
か
え
・
ら
號
L

地
か
友
‥

理
的
に
利
川
し

、
利
巾
の
機
能
を
充
実
さ

せ
4

出‥開
発
も

、叺
休
化
し
て
き
ま
し
た

ま
气
日
光
山
道
の
初
宿
の
歴
史
を
持

つ
北
r
旺
で
は
国
鉄
が
竍
向
し
て
い
る
駅

ヒ
り
計
画
の
准
一
行
に
と
、b
こ
い
、川
辺
の

環
境
幣
備
か
哇
体
化
し
て
い
ま
t

北
卜
伍
駅
闘
辺
は
将
汞
力
ま
ち
っ
く
り

に
向
け
て
人
き
く
生
ま
れ
変
ろ
う
と
し
て

い
る
の
て
す
皆
さ
人
か
自
ら
ま
ち
っ
く

り
に
参
加
し
て
、-
匯
ん
て
よ
か
f
。た
`
と

い
え
る
ま
ち
匚
し
ま
し
よ
・
J
。

北

千

住

駅

周

辺

の

環
境
整
備
方
針
ま
と
ま
る

国
鉄
は

£
=
・
の
常
磐
線
鉄
橋
の
か
け

替
え
を
機
会
に
北
F

住
駅
を
改
良
し
、
‥
t
f

竄
。ド
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
I
ニ

機
能
を
持
っ

た
駅
ビ
哺
の
世
・設
を
計
画
し
ま
し
た

北
L
卜
駅
は
、国
鉄
常
磐
線
。呶
武
伊

勢
崎
楾
、地
ド
鉄
川
比
谷
線
・
F
代
Ⅲ
線

か
柬
り
・
へ
れ
、一
日
六
卜
L
万
八
も
の
人

か
利
川
4

る
阿
部
圏
内
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ

4
駅
と
な
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
足
立
区
て
は
、
二
れ
ま
て
北

卜
匯
駅
刷
辺
を
よ
り
魅
ね
あ
る
山
匚
す
る

た
め
再
開
発
嘔
梟
等
の
計
画
を
進
め
て
き

ま
し
ぺ

そ
こ
气

こ
の
た
ぴ
力
北
r
D

駅
ビ
几
世
設
も
山
づ
く
り
の

っ
と
考
え
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
駅
川
辺
の
幣
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
、

北
千
住
駅
建
設
経
過
に
つ
い
て

区
は

、
駅
ビ
ル
建
設
計
向
に
咒
だ
气

こ
力
丿
画
の
内
容
が
川
辺
に
及
ぼ
す
杉
`
″

か
人
き
い
と
判
断
し
、
K
議
会
と
協
議
し

气
国
鉄
に
倒
辺
整
備
の
な
針
に
協
力
し

て
く
れ
る
よ
・
叫
要
望
し
ま
し
气
特
に
商
t

尚
幣
匚
つ
い
て
は

、
嘔
前
に
調
幣
L

る

た
や

眥一
河
を
締
結
し
ま
し
た

。

こ
れ
は

、
昭
衵
ト
ト
じ
弟

月
卜
日
足

と
区
議
公
議
長
の
a
ち
会
い
の
も
と
て
足

冫
一
区
商
店
街
恢
興
組
べ‥
連
べ‥
会
、
尾
包
区
k

国
鉄
の
こ
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卜
な
内
容
は

、
次
の
と
お
り
て
す
、

、
駅
ビ
4
世
設
に
つ
い
て
は
丶
{
1
で

炉
り
に
脇
句
す
る

と

駅
ビ
ル
の
売
場
面
積
等
に
つ
い
て
は
、

別
途
足
包
ド
尚
店
街
振
興
糾
合
連
合
公

お
よ
び
国
鉄
か
協
議
し
川
満
に
觧
決
す

る
し
、
川
鉄
は
、
駅
周
辺
の
山
つ
く
り
に
関

し
て
λ
意
を
も
っ
て
協
議
す
る

こ
の
う
t
、
l
の
衝
っ
く
り
に
悶
す
る

協
議
の
脯
休
的
な
卜
琅
ウ
ド
な
ら
の
は
次

の
と
お
り
て
す
。

▽
国
鉄
貨
物
駅
跡
地
の
L
地
利
川
計
画

▽
駅
心‥
機
能
の
向
匚

▽
北
F
住
駅
淞
内
通
行
の
機
能
強
化

地
ド
通
路
の
拡
幅

V
心
開
発
ビ
几
お
よ
ぴ
川
辺
・公
具
施
設
幣

備
と
の
り
ぺ
‥

▽
環
境
整
備
匚
の
配
慮

Y
L
嘔
に
げ
う
諸
問
題
の
吋
碵

そ
こ
で
区
は
、
北
L
匯
駅
川
辺
の
山
づ

く
り
に
関
し
て
、
咒
の
覚
濳
を
唇
本
に
川

鉄
と
細
部
に
わ
た
り
協
議
を
行
い
、
昭
和

斤
卜
八
年
{
月
l
卜
日
に
一
応
の
結
論
を

得
ま
し
た
。
な
お
、
売
場
面
禎
専
の
商
駝

調
整
に
っ
き
ま
し
て
は
、
硯
杓

、
尾
y
K

商
店
山
振
叫
糾
べ‥
辿
作
会
と
国
以
冷
の
出

資
公
旺
で
あ
る
北
F

脯
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
心

昧
式
公
杜
と
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す

。

北
千

住
駅

ビ
ル
の
概
要

北
卜
脯
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
の

出
店
計
画
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

構
造

鉄
骨
造

部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造

規
模

地
ド

隋
地
匚
卜
隋
塔
3
2
?
・
'階

建
築
面
積

約
瓦
L
四
町
卜
f
方
ご

延
面
積

約
四
万
川
F
二
白
平
方
ご

店
舗
面
積
(
協
議
中
)

約
:
む
四
r

八
灯
ヅ
万
い‥

工
期

昭
和
ペ
ト
午
1

月
(

開
t
f

定

。一

用
途
(
予
定
)

▼
地
ド

階
か
ら
地
卜
六

隋
…
衣
料
品
等
の
店
舗
フ
ロ
ア
ー

▼
地
匚
階
か
ら
地
卜
モ
隋
ま
で
の
一

部
・
:
駅
今‥

▼
地
十
じ
隋
か
ら
地
匚
-

隋
…
ア
ス
レ

チ

″
ク

ー
カ
ル
千
ヤ
ー
(

文
化
施
設
一

催
事
場
・
食
堂
等
多
日
‥的
フ
ロ
ア
ー ( 北千住駅完成予想図)

葦
立
ち

h
午
川
亡
迎
え
た
儿
淵
江
公
閥
カ
ホ

タ
ル
の
飼
育
は
冠
'
り
ら
順
調
に
い
き
、

テ
し
ヒ
や
新
聞
て
し
れ
き
な
ぷ
題
に
な

り
ま
し
た

ま
た
、
し
ょ
う
I

沼
公
㈲
で
は
、
し

よ
う

ふ
■
5
3
期
に
は
た
く
さ
人
の
八
か

訪
れ
、
楽
し
そ
う
匚
観
賞
し
て
い
る
光

景
か
兒
受
け
ら
れ
ま
し
た

二
の
よ
う
な
ご
と
を
阯
闘
き
I

る
に

っ
け
、
自
然
の
自
t吹
に
接
―
る
こ
と
か

八
小
言
部
公
1

活
て
は
、
親
水
公
㈲
ヤ

祁
山
農
氈
公
園
を
建
設
し
て
い
く
・
一
と

力
亟
要
さ
今
痛
感
し
ま
才
、

ご
人
F‥
に
強
い
ま
‘グ

ご
父
油
に
便
利

な
ま
ら
゛
力
実
・現
も
、
私
か
示
現
し
て

い
る
咄
碵
て
、
今
‥
ゾ
て
は
そ
力

つ
力

吋
開
発
j
t

今
曷
叱
し
ま
し
かｙ

j
て
に
新
聞
て
札
・収
り
卜
け
こ
わ
ま

匸
た
か
『

り
卜
て
力
冉
開
竃
嘔
氣
の
第

‥
り
と
し
二

綾
瀬
駅
に
近
い
綾
瀬

丿
囗
地
X
巾
侑
地
山‥
開
允
か
始
ま
ろ
う

と
し
て

い
ま
ｔ

、

ま
た
、
北
L

匯
駅
て
は
内
川
周
辺
の

内
開
兒
に
旡
a

い
て
駅
ビ
ル
が
捷
設
冫

れ
ま
I

阿
開
兒
丿
業
に
ょ
っ
て
、
ゆ
っ
た
り

し
々
駅
加
広
場
ご
n

物
に
も
便
利
な
魅

勾
あ
る
商
片
街
、
…
穴
k‥
か
起
き
た
J
一
丶
、

に
し
安
令
々
ま
ら
が
形
成
さ
Iれ
ま
I

。

こ
の
よ
・
'
に
新
し
く
ま
ち
か
り
れ
変

わ
る
に
は
、
関
係
者

力
万
々
は
も
ら
ろ一

人
つ

・
≒

卜
尺
の
皆
べ
I入

力
ご
理
解

か
ヒ
j

し
て
も
必
要
と
々
り
ま
1
の
で

ご
脇
り
く
た
气ヽ・
い

区
長

古
性
直
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北

千

住

駅

ビ

ル

建

設

に

伴

う

周

辺
に環

境

整

備

の

方

針

区
で
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
よ
り
、

関
係
機
関
等
と
整
備
の
実
現
の
た
め
の
細

部
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

□
松
戸
方
面
貨
物
駅
跡
地
の
利
用

北
千
住
駅
西
口
再
開
発
事
業
計
画
の
具

体
化
に
合
わ
せ
て
、区
が
国
鉄
か
ら
穣
渡
を

受
け
再
開
発
事
業
用
地
と
し
て
利
用
し
ま

す
。(
図
-
⑦
)

□
道
路
の
整
備

上
野
方
面
貨
物
線
跡
地
を
利
用
し
て
、西

口
駅
前
広
場
か
ら
区
役
所
通
り
に
通
ず
る

道
路
(
幅
九
メ
ー
ト
ル
)
を
都
市
計
画
事

業
に
よ
り
築
造
し
ま
す
。(
図
卜
④
)
　

松
戸
方
即
貨
物
線
跡
地
お
よ
び
国
鉄
線
路

敷
地
を
利
用
し
て
将
来
、
西
口
駅
前
広
場

か
ら
刄
川
土
手
沿
い
に
通
ず
る
道
路
を
計

画
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
荒
川
鉄
橋

の
か
け
替
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
高
架
部
分
を
将
来
、計
画
道
路
が
横

断
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
し
ま
す
。(
図

上
叨
)

□
西
口
駅
前
広
場
の
改
良

歩
道
デ
ッ
キ
(
図
卜
⑥
)

駅
ピ
ル
の
西
口
駅
前
広
場
に
面
し
た
二

階
部
分
に
駅
コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
通
ず
る
歩

行
者
用
デ
ッ
キ
を
設
け
ま
す
。

地
下
鉄
千
代
田
線
入
ロ
ヘ
の
歩
道
橋

(図
-
⑥
)

歩
道
デ
ッ
キ
⑤
か
ら
地
下
鉄
千
代
田
線

人
口
へ
の
歩
道
橋
を
設
け
ま
す
。

駅
前
通
り
へ
の
歩
道
橋
(
図
-
@
)

歩
道
デ
ッ
キ
⑤
か
ら
駅
前
通
り
へ
の
歩

直
橋
を
設
け
ま
す
。

な
お
。歩
道
橋
⑥
⑥
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
設
置
に
伴
う
地
先
関
係
者
と
協

譲
中
で
す
。

現
在
の
駅
前
広
場
内
自
転
車
駐
車
場
を

廃
止
し
、
そ
の
部
分
を
駅
前
広
場
と
し
て

改
良
し
ま
す
。

□
駅
ビ
ル
前
面
国
鉄
用
地
の
整
備

駅
前
西
口
再
開
発
事
業
の
具
体
化
ま
で
の

間
、
広
場
と
し
て
景
観
上
の
整
備
を
国
鉄

で
行
い
ま
す
。(
図
-
④
)

□
自
転
車
駐
車
場

現
在
の
駅
前
広
場
内
の
自
転
車
駐
車
場

の
代
替
お
よ
ぴ
今
後
の
駅
周
辺
自
転
車
対

策
の
た
め
、
上
野
方
面
お
よ
び
松
戸
方
面

貨
物
跡
地
を
利
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
敷
地

面
積
約
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
営
自
転

車
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。(
図
―

な
お
、②
⑥
の
自
転
車
駐
車
場
の
設
置

後
に
、
駅
周
辺
を
「
足
立
区
自
転
車
の
駐

車
秩
序
お
よ
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に

関
す
る
条
例
」
に
越
づ
い
て
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
す
る
予
定
で
す
。

駅
ピ
ル
エ
亊
期
問
中
の
仮
設
自
転
車
駐

車
場
は
、
貨
物
楾
跡
地
に
設
け
ま
す
。(図
-
e
)

駅
ピ
ル
用
自
転
車
駐
車
場
は
、
足
立
区

環
境
整
備
指
導
要
綱
の
基
準
に
よ
り
設
置

さ
れ
ま
す
。

□
公
衆
便
所

現
在
の
駅
前
に
あ
る
公
衆
便
所
は
廃
止

し
。上
野
方
面
貨
物
線
跡
地
に
新
規
に
公

衆
便
所
を
設
置
し
ま
す
。(
図
-
@
)

駅
ピ
ル
エ
事
中
の
仮
設
公
衆
便
所
は
、

駅
ピ
ル
前
面
国
鉄
用
地
に
設
置
し
ま
す
。(

図
1
忿
)

□
駅
ビ
ル
用
自
助
車
駐
車
場

西
口
再
開
発
事
業
の
具
体
化
ま
で
の
間

松
戸
方
面
貨
物
跡
地
に
設
け
ま
す
。

(
図
匚
@
)

□
ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
設
置

駅
コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
一
階
へ
降
り
た
周

辺
に
ピ
ロ
テ
ィ
ー
を
設
け
ま
す
。

(
図
-
@
)

□
東
西
自
由
地
下
道
の
改
良

現
在
の
自
由
地
下
道
の
う
ち
、国
鉄
用
地

部
分
に
つ
い
て
駅
改
良
工
事
の
工
程
(
昭
和

五
十
八
年
一
六
十
四
年
)
に
合
わ
せ
て
輻
約

七
・
五
メ
ー
ト
ル
{
現
在
帽
四
・
六
メ
ー

ト
ル
}
に
拡
幅
整
備
し
ま
す
。(
図
-
②
)

な
お
、
東
武
鉄
道
部
分
に
つ
い
て
は
、

今
後
東
武
鉄
道
と
協
譲
の
上
拡
幡
整
備
の

方
向
で
検
討
し
ま
す
。(
図
卜
③
)

□
身
体
障
害
者
対
策

駅
ピ
ル
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
。
身
体
障

害
者
の
方
の
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計

れ
て
い
ま
す
。

□
交
番
の
移
設

駅
前
に
あ
る
交
番
は
、
駅
ピ
ル
前
面
国

鉄
用
地
に
移
設
さ
れ
ま
す
。(
図
1
e
)

◎
北
1
住
駅
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
は
、
区
役
所
開
発
指
導
係
へ
。

駅前商業地区の再開発・整備( 足立区基本計画)
足
立
区
の
中
で
も

、
所
に

よ
っ
て

、
夜
間
人
口
の
減
少

が
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
口
の
減
少
は
、

こ
れ
ま
で
保
た
れ
て
き
た
地

域
杜
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず

し
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、商
店
街
で
は
購
買

力
が
減
少
し
て

、
成
立
基
盤

が
弱
ま
り

、
活
気
が
な
く
な

る
傾
向
が
生
じ
ま
す

。
そ
の

結
果

、つ
い
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
そ
の
も
の
か
弱
化
し
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

足
立
区
で
の
再
開
発
は
、

こ
う
し
た
傾
向
に
歯
止
め
を
`

fけ

、
地
域
の
よ
み
が
え
り

を
目
指
し

、
既
成
市
街
地
の

土
地
の
合
理
的

、
健
全
な
高

度
利
川
と
都
市
機
能
の
更
新

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
策

定
さ
れ
た
「
足
立
区
基
本
構

想
」
の
中
で
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す

。

基
本
構
想
で
は
拠
点
的
な

再
開
発
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
駅
前
地

区
と
し
て

、
さ
ら
に
足
立
ぼ

基
本
計
画
で
は

、
お
お
む
ね

五
つ
の
地
区

が
対
象
地
区
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す

。

こ
れ
ら
の
再
開
発
拠
点
は

必
ず
し
も
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず

し
つ
つ
あ
る
地
域
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
地

域
の
特
性
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
か
か
え
て
い
ま

す

。区
で
は
。
各
々
の
地
区
の

特
性
に
合
っ
た
整
備
を
図
る

た
め
各
種
・の
調
査
を
実
施
し

、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
住
民
の
方

々
の
自
主
的
な
努
力
を
基
本

と
し
て
促
進
し
て

い
く
考
え

で
す

。

西 新井駅 西口地区
○ 西新粹駅西口周辺アンヶ- 卜調査(
昭和53年度)

〇調査段階

五反野 地区
○ 仕反野駅周辺再開発等憲瀘調査(
昭和54年度)

○ 延反野地l { 再開発基礎調査|
昭和56年1叭

○ 瓦反野駅周辺再開発基本構恕(
昭和57年度)

○ 調 査 計 画 段 陪

綾 瀬 地 区
○ 再 開 発i‘ ; 竄 の 椎 進

〇準備糾合の設立 ぐ昭和57年8 月〕
○ 參業段階

北千 住地区
○ 北千住駅周辺再開発パイロットプ
ラン( 昭和54年度)

〇 北f 住 駅 西 口 地 区「b・街 地 肖 開 発 ・事

含 羞 本 計 画( 昭 和55 年 度)

〇準備組合の設立( 昭和55 年12月)
○ 本楽計画段噺

竹の 塚駅西 口地区
○ 竹の塚駅内口周辺再開 発等意直訓
査( 昭和56 年度)
○ 竹の鬣駅西口周辺再開 発幕礎贋金(
昭和57年一度)

〇調査段階

再開発推進のための計画調査の体系

第1 段 階 冉1 川 発 心4 ・ 査 ⇒ デ 一 タ

第2 段 階

再|痢発駄 本構 想策 定の
た めの 从哽 』 螽

⇒ デー タ

再川 発凧 本嫡惣1 訓僉
⇒

耻 夲楫忿

第3 段 階
冉1 剛 覽 从 本 叶 画
罩 定 ・i ⇒ 嵋 夲構駟

( 施 行区域の条件)
次雌1) または( 2)のいずれかに蝕当するこ と
( 1) 市街地再開発促進区域内にあること
( 2) 次の 各条件に敵当すること
イ 高度利用地区内にあること
口 耐火建築物の建築面積の合計が全ての建築
物の建築面積の合計のおおむね%以下であること

八 土地の利用状況か著しく不健全であること
二 当該区域内の土地を高度利用することが当
該都巾'の機能の更新に貢献すること

◎ 再開発についてのお問い合わせは、再開発担当 へ。


